
  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年 ９月３０日発行  厚岸町立太田中学校 第７号 

 ～太田中学校ホームページへ～ 

  日常の教育活動の様子をはじめ、 

学校情報が掲載されております。右 

のＱＲコードやインターネットで、 

「太田中学校ホームページ」などと 

検索してアクセスしてみて下さい。 

もうひとつのふるさと学習  ～校歌がもたらす同窓意識～ 

校長 山口 直樹 

さて、学校経営「令和の八策」に“校風づくり”が

あります。２学期の学校経営として強く意識したいの

が校歌です。現状はお恥ずかしいですが、校歌は隅っ

こに追いやられがちです。それを打開したい！と。私

は校歌についてこんな思いを持っています。「校歌は

地域・学校の歴史そのもの」「歴代の卒業生が一瞬に

して連帯感が持てるもの」と。本校は昭和２２年の開

校以来７９年になる訳ですが、どの年の卒業生も共感

できるものは…。校舎か？昭和５７年度に改修したた

め、その前後で思い入れが変わります。学習活動か？

学習指導要領が約１０年に一度変わるため世代によ

ってかみ合いみせん。給食か？メニューは時代で変わ

るため全世代の共感には及びません。部活動か？任意

の加入なので当然思いに差が生じます。こう考える

と、開校以来校歌は不変であり世代を超えて一体感を

生むのです。甲子園が好例ですが、勝チームが歌う校

歌を負チームも整列、脱帽のうえ耳を傾け、観衆も同

様に敬意をもって聞き入ることで球場に一体感が生

まれています。学校を讃える姿に鳥肌が立つことさえ

があります。なんて素敵な光景か！ 

また、歌詞にはその学校 

や地域の特色が刻まれてお 

り、これぞふるさと学習と 

言えます。私は特に２番の 

歌詞が沁みます。 

〽荒野の涯を拓きたる 遠き偉業の尊さを  

ここに屯田開拓のすべてが凝縮されています。今在籍

の中学生がいつかＯＢ同士で集うとき、高らかに誇り

をもって校歌を歌える人を育てたい！ 

            

 ８月２９日に恒例『ふるさと発表会』を役場で行

いました。１年生は公共交通機関を、２年生は公園

を、３年生は観光をテーマに進めており、各学年の

目的に敵う発表となりました。特に３年生は学びの

総決算として、観光を盛り上げるためのホームペー

ジの記事についての提案が盛り込まれた内容となり

ました。その日、町長と教育長が共に会議のため欠

席となりましたが、「太田中のふるさと発表会を見

たい！」との願いから日程調整のうえ９月１日にお

二人が来校する形で再び発表機会を得ました。町長

を目の前に直接発信できるという貴重な機会を得た

ことを感謝申し上げます。 

さらには、２５日からの２日間、姉妹都市である

クラレンスの高校生７名が本校を訪れ、書道や和楽

器の学習など日本文化に触れる授業を行ったほか、

ここでも英語でふるさと厚岸を紹介する授業を設定

しました。この点は本校ならではと考えます。こう

して、ふるさと学習は名実ともに充実の途を歩んだ

のです。ふるさと学習のねらいは、ふるさとに愛着

と誇りをもち、持続可能な社会の創り手を育むこと

にあります。進学、就職し社会人となっても、ロー

カルとグローバルの視点をもって地域を見つめ、広

い視野からふるさとのよさや課題に気づいてほしい

と願っています。人間には、誰しもふるさとがあり、

自分を生み育ててくれた ひと・もの・風土 を背

景にそれぞれの地域で生活している訳ですからふる

さとに愛着と誇りがもてる人財を育てていきたいの

です。これからも本校のふるさと学習へのご支援と

ご協力を賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

 

         １０月 行事予定表 

部活バス

太田 片無去 片無去

1 水 職場見学（1年生）英検IBA（2年生）

2 木 職場体験（2年生）英検IBA（3年生）

3 金 認証式　第2回英語検定

4 土

5 日

6 月 芸術鑑賞

7 火 生徒総会議案書審議　５ｈ授業

8 水 学力テストB　ALT　代表者会議　委員会

9 木 クリーン作戦　小学校一日登校

10 金 思春期講座（2年生）

11 土

12 日

13 月

14 火 クリーン作戦予備日

15 水 ALT　生徒総会　委員会

16 木 身体測定

17 金 思春期講座（3年生）

18 土

19 日

20 月 職員会議　5h授業

21 火

22 水 ALT　委員会

23 木

24 金

25 土

26 日

27 月 朝会　生活RC 16:30

28 火

29 水 ALT　5h授業

30 木

31 金

14:20

14:20

15:30

15:30

15:30

15:20

14:30

15:30

15:30

15:20

15:30

15:30

下校バス
学校行事日 曜日

15:30

15:30

15:30

14:20

15:30

15:30

15:30

15:30

15:30

15:30



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ９月２５日（木）、２６日（金）厚岸町の姉妹都市であるクラレンス市ロズニーカレッジより７名の学

生が太田中学校へ来校し、国際交流を実施しました。 

 

●英語の授業にて～日本文化、太田中学校、厚岸町のすばらしさを伝える～ 

 太田中の生徒たちは、この日のために学年ごとに準備を進めてきました。 

まずは、３年生を中心として作成した太田中生の紹介ビデオを上映。その後、 

３年生が日本の文化を、２年生は太田中学校の生活、１年生は厚岸町に 

ついてプレゼンを行いました。 

 

●国語の授業にて～自分の名前から漢字を見つけて、書道で表現しよう～ 

 太田中生が先生役となり、オーストラリアの学生たちに教えたのは漢字と 

書道です。たとえば名前が「ミラー」さんには「鏡」という漢字をあてると 

いった、それぞれの名前の一文字を漢字で教えました。漢字を確認した翌日、 

学生さんたちは実際に筆を使って、丁寧に一文字一文字を書き上げました。 

 

●音楽の授業にて～優雅な音を奏でて「さくらさくら」を演奏～ 

 箏にも挑戦しました。実際に弦を弾いてみる体験では、最初は戸惑いなが 

らも、次第に美しい音色が出せるようになり、日本の伝統芸能の奥深さに触 

れていただきました。ただし、初めての長時間の正座はオーストラリアの 

学生たちにとっては大変だったようです。 

 

★交流を通して深まった友情 

 今回の交流を通して、言葉の壁を越え、お互いの文化を深めることができました。オーストラリアの学 

生さんたちの熱心な取り組みは、本校の生徒にとっても、自分たちの文化の良さを再認識する貴重な機会 

となりました。この交流を通して、生徒たちの国際的な視野を広げ、将来にわたる友情の架け橋となるこ 

とを願います。 

 

 

 

 

 

Welcome to Ota Junior High School!          プレゼント交換          お別れをアーチで 

 

 

 

ふるさと学習発表会 

８月２９日（金）に厚岸町役場 1 階町民ホール、９月１日（月）は太田中学校のホー

ルにてふるさと学習の発表を行いました。 

【テーマ】 

・１年生…厚岸町の交通機関について 

・２年生…厚岸町と他町村の公園を比較 

・３年生…厚岸町の観光の未来 

１年生は実際に校外学習で厚岸駅から尾幌駅まで JR 乗車を体験し、厚岸町の交通機

関についてまとめたものを発表しました。２年生は 3 名がそれぞれ清水町、清里町、白

糠町について調べたものを発表。３年生は修学旅行にて北海道庁でのインタビューから

の情報を分析し「厚岸町の観光サイト」を作成しました。 

9 月 1 日（月）の太田中学校での発表では、町長、教育長、自治会町に来校いただき、

講評ではたくさんのお褒めの言葉をいただきました。 

中学生の視点から「ふるさと厚岸」について考えることは、自身の「郷土愛」を育む

だけではなく、周りの大人の心を動かすことが今回の学習の醍醐味だと改めて実感する

ことができました。生徒たちには今回学んだことを、今後の学習へも生かしていくこと

を期待しています。 

【お知らせ】 
●クリーン作戦 

令和７年１０月９日（木） １４：１５～１５：２０（雨天延期） 

    ＊予備日：１０月１４日（火）同時間帯（雨天中止） 

 秋のクリーン作戦を実施します。地域の皆様にも参加していただき小学生・中学生

と一緒に太田の町をきれいにしましょう。ご協力よろしくお願いいたします。 

●地域参観日 

令和７年１１月１４日（金） ２，３，４時間目 

お知らせするには少し早いのですが、生徒の日頃の学習活動を地域・保護者の皆様

に見てもらうために地域参観日を実施します。体験参加型の内容を準備しています。

現在の中学校の授業をぜひ体験してみてください。多数のお越しをお待ちしています。 


